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心の緋を強め、防災・防犯力の向上を

報 こだなか

すよ
がう
な
続防
け災
る訓
こ練
とで
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名委
の員
参で
加構
者成
と

共年
に4
'回

学約

、、

_ー゛■^」岡^

^

、

、、注三ミ
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、ノ

年
頭
の
ご
挨
拶

町
会
長
斉
藤
春
夫

料
品
を
備
蓄
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
 
2
0
1
1
年
3
月

Ⅱ
日
の
東
日
本
大
震
災
の
記

億
も
時
と
と
も
に
薄

ら
ぎ
つ
つ
ぁ
り
ま
す

そ
の
よ
、
つ
な
中
、
昨

年
Ⅱ
月
、
 
3
町
会
合

同
の
避
難
所
開
設
訓

練
が
、
ソ
町
会
の
避

難
所
で
あ
る
市
立
聾

学
校
で
開
催
さ
れ
ま

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
皆
さ
ま
に

と
っ
て
新
し
い
年
が
、
昇
り
ゆ

く
太
陽
の
ご
と
く
隆
盛
を
極
め

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す日
頃
よ
り
、
町
△
五
打
事
や
町

の
安
心
・
{
女
全
の
た
め
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
本
年
も
、
町
会
発
展
の
た

め
微
力
な
が
ら
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

へ
ん
た
つ

く
ご
指
導
・
ご
鞭
捷
下
さ
い

さ
て
、
近
い
将
来
に
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
南
関
東
大
震
災
に

備
え
て
、
各
家
庭
で
は
水
や
食

会

と
も
か
く
、
大
災
害
の
時
は
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
(
自

助
)
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
で
助

け
合
う
(
共
助
)
が
大
切
で
す

近
隣
と
心
通
わ
せ
、
連
帯
を
深

め
て
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

し
ょ
、
つ

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
・
盆
踊
り
・
秋
祭
り
(
貫
)

な
ど
、
町
会
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
心
の
紳

を
強
め
、
防
災
・
防
犯
力
の
向

上
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

地
域
に
友
情
の
輪
を
広
げ
、

朗
ら
か
に
心
の
交
流
を
結
び
盤

石
な
小
田
中
町
会
を
築
き
た
い

も
の
で
す
本
年
も
連
帯
感
あ

ふ
れ
る
兀
気
な
町
会
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
、
つ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
を
理
由
に
、
「
お

互
い
様
や
「
ち
ょ
つ

と
し
た
お
節
介
」
が

難
し
い
世
相
の
よ
う

で
す
し
か
し
、
そ
の
よ
、
つ

な
世
の
中
で
も
、
遠
く
ま
で
公

道
を
掃
除
し
て
下
さ
る
店
舗
の

で
い
ざ
!
」
と
い

う
時
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
、
つ

か
ま
た
、
町
会
と

し
て
は
災
害
時
に
は

「
川
崎
市
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
制
度

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
高
齢
者

等
の
皆
さ
ま
の
安
否
確
認
を
優

先
的
に
行
い
、
状
況
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で
す 同

じ

方
、
庚
申
塚
の
周
り
に
気
を

配
っ
て
下
さ
る
方
、
自
宅
前
の

道
か
ら
大
通
り
ま
で
綺
麗
に
し

て
く
だ
さ
る
方
、
公
道
の
落
ち

葉
を
拾
っ
て
下
さ
る
方
な
ど
が
、

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
現
実
で
す

町
会
会
館
横
の
公
園
は
、
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
、
紙

類
な
ど
が
ホ
イ
捨
て
状
態
で

も
ゴ
ミ
箱
は
あ
り
ま
せ
ん
汚

い
と
気
づ
い
た
人
が
玲
除
を
し

て
い
ま
す
各
自
の
自
覚
で
解

決
す
る
も
の
で
す
が
:
:
:

ド
イ
ツ
の
大
文
豪
・
ゲ
ー
テ

の
言
葉
に
「
銘
々
自
分
の
戸
の

前
を
掃
け
、
そ
う
す
れ
ぱ
町
の

ど
の
区
も
清
潔
だ
」
と
い
う
耳

の
痛
い
名
口
が
あ
り
ま
す
ま

ず
は
、
自
宅
周
辺
の
美
化
運

動
」
を
心
が
け
、
ご
み
ゼ
ロ

の
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う

美
化
委
員
会
は
、
各
部
2
名

路
・
公
道
・
公
園
を

中
心
に
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
(
写

真
下
)
声
を
か
け

合
っ
て
毎
回
参
加
し

て
下
さ
る
方
々
に
加

え
、
若
い
ハ
ハ
、
マ

マ
と
子
ど
も
達
の
参

加
も
増
え
て
き
ま
し

し
た



3
町
会
合
同
で
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

1

紅
葉
の
美
し
い
晩
秋
の
Ⅱ
月

8
日
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
市
立
聾
学
校
体
育
館
で
8

年
ぶ
り
に
3
町
会
(
小
田
中
・

東
町
・
向
町
)
合
同
で
、
避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

(
1
ー
ー
人
が
参
加
)

◆

訓
練
は
、
避
難
者
(
参
加
者
)

が
、
受
付
で
「
避
難
者
り
ス
ト
」

に
必
要
事
項
を
登
録
後
に
、
午

前
W
時
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た

開
会
挨
拶
の
あ
と
、
中
原
区た力

役
所
危
機
管
理
室
の
山
本
貴

氏
か
ら
、
以
下
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
(
要
旨
)

階
下
へ

降
り
て

み
ま
し

掲
木
板
に
は
災
害
情
報
・
{
女

否
情
報
・
避
難
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

な
ど
を
随
時
掲
不
す
る

◆

こ
の
あ
と
、
 
3
班
(
町
会
別
)

に
分
か
れ
て
、
避
難
訓
練
を
実

避
難
馬
用
者
に
つ
い
て

1
被
災
し
自
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
人
に
限
る

2
被
災
が
小
さ
く
、
自
宅
で
の

生
活
が
維
持
可
能
な
人
は
、
自

宅
で
の
待
機
を

施
し
ま
し
た
(
写
真
上
)

《
避
難
所
体
験
》

エ
ア
マ
ッ
ト
・
毛
布
を
利
用

し
て
避
難
所
で
の
生
活
体
験
を

実
施
(
写
真
中
)

《
備
蓄
倉
庫
見
学
》

非
常
用
食
品
・
車
い
す
な
ど
、

全
員
で
備
蓄
品
を
確
認

《
仮
設
ト
イ
レ
組
立
訓
練
》

車
い
す
の
人
も
利
用
で
き
る

仮
設
ト
イ
レ
の
組
立
方
を
体
験

(
写
真
下
右
)

《
発
電
機
の
操
作
体
験
》

発
電
機
の
動
か
し
方
を
体
験

今
真
下
左
)

=
取
後
に
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
実
施
し
、
無
事
に

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た

グ
ラ
ン
ア
ル
ト
も
避
難
訓
練

Ⅱ
月
8
日
午
前
W
時
よ
り
、

通
報
と
安
否
確
認
の
訓
練
(
初

動
対
応
訓
練
)
を
実
施
館
内

放
送
後
、
玄
関
ド
ア
に
貼
付
さ

れ
た
^
た
す
け
て
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
」
の
マ
グ
、
不
ツ
ト
シ
ー
ト

の
数
を
各
階
ご
と
に
集
計
(
参

加
率
舶
%
)
し
、
時
間
を
計
測
、

約
巧
分
で
し
た
今
後
の
課
題

を
議
論
続
い
て
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
防

災
非
常
用
ト
イ
レ
講
座
を
開
き

ま
し
た
(
写
真
)

最
後
に
、
各
べ
ラ
ン
ダ
に
ル
収

置
さ
れ
て
い
る
「
避
難
は
し
ご

を
体
験

(
写
真
)
、

蒸卵党

お
そ
る

一
腎

お
そ
る
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平成28年1月1日

町会の主な伝事予定
《平成28年》

会報にだなか」発行

(こ)新春凧揚げ大会

(こ)作品展(市子連主催)

(こ)野球部お別れ会

役員・委員新年研修会

美化運動

(こ)こども夢パーク(津田山)

(す)友愛訪問

(す)歩く会

グランドゴルフ大会

第1回歩こう会

通常総会

各部総会

(す)区老連演芸大会

美化運動

会報にだなか」発行

グランドゴルフ大会

おおがやと納涼盆踊り大会

こだなか

※(婦)=婦人部(こ)=こども会

(す)=すみれ会

※毎月・第1木曜日町会役員会

※(す)毎月・第2木曜日

例会・誕牛会
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3年乎りに5町会合同で開催さえ 1
'カー段と耀いてぃましたに躍

(8月2日大谷肩小学校)

.

ガーデニング教室

とんな寄せ植えがてきるかな
婦人部の人気ガーデニング教室。ハーブ
のフォツクスリータイム、寄せ植えにはめ

ずらしいオリープの木をあしらい完成。実
(11月18日)るといいですね1
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ラジ井体操

早起き、言だねむいよ~
1、2、3・・一両手を大きく広けて深呼吸。

「元気いっばい」「楽しみいっぱい↓の夏

休みかはじましほす。(7月25日学校)

子

もちつ芝大会

わ~い!一度やって研だかっだんだあ
ぺったん・ぺったん。ホカホカのつきたてお餅。
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こ
だ
な
血
ぞ
デ
ニ
ン
グ
ク
一
多
楽
1
が
●
、
和
気
あ
X

替
え
て
い
ま
す
は
じ
め
て
の
の
2
年
間
で
し
た
夢
は
大
き

真
夏
は
、
水
や
り
に
悩
み
な
が
く
花
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞

ら
も
乗
り
越
え
、
秋
か
ら
冬
に
で
す

か
け
て
は
、
枯
葉
の
掃
除
、
ま

た
、
毎
月
1
日
は
花
が
ら
の
つ

み
と
り
、
除
草
掃
除
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
残
念
な

ら

が
ら
、
時
々
悪
戯
に
も
合
い
ま

す
が
、
め
げ
ず
に
花
い
っ
ぱ
い
一

、

,
や
、

の
か
わ
い
い
花
壇
を
目
指
し
て
、

、

叫
一

"
ι

、
竜

メ
ン
バ
ー
同
、
頑
張
っ
て
お

、
、

り
ま
す
手
入
れ
後
の
雑
談
を

平
成
部
年
秋
に
発
足
し
、
 
2

年
が
た
ち
ま
し
た
交

差
点
に
面
し
た
緑
地
帯

は
、
ツ
ツ
ジ
も
大
き
く

な
り
、
缶
の
ボ
イ
捨
て
.

不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
の
山

で
し
た
が
、
ツ
ツ
ジ
を

刈
り
込
み
、
小
さ
な
花

壇
を
作
り
ま
し
た

肥
料
を
入
れ
士
作
り

か
ら
始
め
、
花
苗
を
年

に
2
回
(
5
月
と
Ⅱ
月
)
植
え

.
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わ
部
助
然
,
U

催
事
委
員
長

佐
藤
義
樹
さ
ん

良
雫

、
、

,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

好
奇
心
も
強
い
書
道
も
テ

レ
ビ
を
見
て
覚
え
、
塗
装
職
人

の
現
場
を
観
察
し
て
体
得
し
た

塗
装
工
事
も
、
素
人
離
れ
の
腕

前
。
自
宅
の
改
築
内
装
・
外

装
工
事
も
自
分
で
手
掛
け
た

趣
味
は
テ
ニ

ス
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
に
勤

務
当
時
か
ら
各
種
大
会
に
出
場

し
優
勝
経
験
も
豊
富
刀
歳
の

今
も
現
役
選
手
昨
年
も
、
全

日
本
べ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
に
出
場
し
、
和
歳
以
上
の

ダ
ブ
ル
ス
で
べ
ス
ト
8
の
成
績

に
輝
い
た

の
工
藤
由
美
雄

第
U
回
中
原
消
防
団
消
防
大
会

部
長
を
中
心
に
、

昨
年
、
 
5
月
肘
日
に
開
催
さ
火
災
や
大
災
害
に
迅
速
に
対
応

れ
た
第
U
回
中
原
消
防
団
消
防
"
"
す
る
た
め
、
日
々
の
訓
練
は
も

大
会
に
お
い
て
、
大
戸
分
団
が
勝
と
よ
り
消
防
機
器
の
整
備
.
管

小
型
ボ
ン
プ
操
法
の
部
と
般
理
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん

0

競
技
の
部
で
優
勝
し
、
総
合
優

総

勝
も
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

員

今
大
会
で
は
指
揮
者
と
し
て
、
が
^
"

草
間
茂
人
班
長
と
3
番
員
と
し

分

て
徳
江
勲
団
員
が
出
場
し
ま
し

戸

た
日
頃
か
ら
厳
し
い
訓
練
を

大

重
ね
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
い
た

賜
物
で
す

現
在
、
大
戸
分
団
は
当
町
会

日
焼
け
し
た
肌
色
で
、
鋭
い

こ
わ
も
て

眼
光
一
見
、
強
面
の
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
が
、
心
優
し
く
、
柔

じ
ょ
う
ぜ
つ

和
な
笑
顔
で
饒
舌
を
ふ
る
う

は
"
い

2
人
の
娘
も
幼
少
時
か
ら
卓

球
を
楽
し
み
、
長
女
は
小
学
2

年
生
の
時
、
全
日
本
チ
ャ
ン
ヒ

オ
ン
に
輝
い
た
こ
と
も
次
女

も
、
新
潟
で
卓
球
教
室
を
開
く

な
ど
、
ス
ホ
ー
ツ
マ
ン
家
で

も
あ
る

.

訪
年
前
に
指
導
員
資
格
を
取

得
し
、
市
主
催
の
テ
ニ
ス
教
室

の
指
導
員
と
し
て
も
活
躍
中

妻
の
や
す
子
さ
ん
も
、
昨
年

の
市
民
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
の

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝

.

.

.

.

「
も
う
つ
の
趣
味
と
し
て
、

毎
日
、
金
魚
に
餌
を
与
え
、
水
.

替
え
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
.

て
い
ま
す
」

一
方
、
昨
年
5
月
、
町
会
の

.

催
事
委
員
長
に
就
任
大
イ
.

ベ
ン
ト
の
盆
踊
.

り
・
秋
祭
り
共
に
、
.

率
先
垂
範
の
名
卵

指
揮
ぶ
り
を
発
揮
し
た

町
内
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
で

チ
ー
ム
を
結
成
す
る
な
ど
、
ス

ホ
ー
ツ
の
交
流
も
含
め
、
明
る

く
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
、
町
会

発
展
へ
の
夢
は
大
き
い

●
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
尋
●..

え
さ

★
近
隣
と
の
連
帯
こ
そ
最
大
の

防
災
・
防
犯
と
な
る
町
会
打

事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
近
隣

と
の
友
好
を
深
め
ま
し
ょ
う

★
何
事
に
も
好
奇
心
が
旺
盛
で

挑
戦
の
人
生
は
、
生
涯
青
春
の

、
心
の
持
ち
主
と
な
る
こ
と
を
佐

藤
義
樹
氏
よ
り
学
び
ま
し
た

★
自
宅
周
辺
の
清
掃
と
併
せ
て
、

町
会
の
美
化
運
動
も
。
人
任
せ
0

で
は
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し
、

「
ご
み
ゼ
ロ
の
街
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

編
集
後
記

家
族
全
員
で
久
ポ
Υ
ツ
を
楽
し
む

平成28年1月1日 報こだなか

コンクール入賞を目指して
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